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施
し

政
せ い

方
ほ う

針
し ん平

成
30
年
度

　２月26日に藤田 陽三市長は、平成30年第１回市議会定例会において、平成30年
度施政方針を示しました。「施政方針」は、平成30年度の市政運営の基本的な方向を
示すものです。今号ではその概要を掲載します。なお、全文はホームページをご確認
ください。　●問い合わせ先　企画政策課

職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

市
庁
舎
建
設
や
健
全
な
行
財
政
運
営
、

人
材
の
育
成
へ
の
取
り
組
み

●
市
庁
舎
建
設

　
窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
31
年
当
初

か
ら
の
業
務
開
始
を
目
指
し
、
移
転
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
健
全
な
財
政
運
営

　
第
二
次
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
適
正
化
に
努
め
る
ほ

か
、
公
共
施
設
を
計
画
的
に
維
持
管
理
す
る

た
め
の
個
別
施
設
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

●
人
材
育
成
と
組
織

　
引
き
続
き
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
人
材
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
組
織
機
構
の
見
直

し
を
実
施
し
、
新
庁
舎
を
見
据
え
た
組
織
づ

く
り
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
と
農
林
業
、
観
光
の
振
興
へ

の
取
り
組
み

●
商
工
業
の
振
興

▽ 

住
宅
改
修
事
業
や
地
域
活
性
化
商
品
券
へ

の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

▽ 

商
工
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
経
営
支
援
、

創
業
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽ 

今
後
も
企
業
誘
致
な
ど
の
情
報
の
収
集
に

努
め
、
有
益
な
も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
検
討
を
行
い
ま
す
。

●
農
林
業
の
振
興

　
今
後
も
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
農
地
の
有

効
活
用
や
担
い
手
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　
天
拝
公
園
一
帯
の
観
光
需
要
に
応
え
る
た

め
、
公
園
周
辺
の
道
路
整
備
に
向
け
た
用
地

取
得
を
進
め
ま
す
。

●
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生(

地
方
創
生)

　
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
新
た
な
事

業
展
開
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
対
策
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
へ
の
支
援
、
健
康
づ
く
り
、
人
権

尊
重
な
ど
へ
の
取
り
組
み

●
高
尾
川
・
鷺
田
川
の
浸
水
対
策

　
今
年
度
は
、
現
地
に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が

搬
入
さ
れ
、
地
下
河
川
の
掘
削
工
事
が
始
ま

り
ま
す
。
今
後
も
国
へ
の
要
望
活
動
を
継
続

し
、
平
成
31
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に

　
市
と
し
て
は
、
国
の
社
会
経
済
政
策
に
焦

点
を
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
す

る
と
と
も
に
、
有
益
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
な
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
市
長
就
任

以
来
の
公
約
で
あ
る
「
行
財
政
改
革
」、「
産

業
・
雇
用
を
つ
く
る
」、「
生
活
を
ま
も
る
」、

「
共
助
社
会
づ
く
り
」、「
未
来
を
つ
く
る
」、

こ
の
５
つ
を
政
策
の
柱
と
し
た
第
五
次
総
合

計
画
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
任
２
期
目
の
重
点
施
策
と
し
て

掲
げ
た
「
市
庁
舎
建
設
」、「
高
尾
川･
鷺
田

川
の
浸
水
対
策
」、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
」、「
地
域
交
通
対
策
」、
そ
し
て
「
筑

紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
」
は
我
が
市

に
と
っ
て
悲
願
と
も
言
え
る
長
年
の
懸
案
事

項
で
あ
り
、「
ひ
か
り
輝
く
ち
く
し
の
」
づ

く
り
の
礎
と
な
る
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

　
先
人
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
次
の
世
代
に

つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
今
後
と
も
自
ら
が
先
頭

に
立
ち
、
進
む
べ
き
道
筋
を
示
し
な
が
ら
、

生
活

政策３

生せ
い
か
つ活
を
ま
も
る

行
財

政策１

行ぎ
ょ
う

財ざ
い

政せ
い

改か
い

革か
く

産
業

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

・
雇こ

用よ
う

を
つ
く
る

政策２

施政方針演説を行う藤田市長



広報ちくしの 平成30年4月1日5 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

●
災
害
対
策

　
昨
年
は
多
く
の
警
報
が
発
表
さ
れ
、
そ
の

都
度
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
警
戒
に
あ
た
り

ま
し
た
。
今
後
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
最
大
限
、
努
め
ま
す
。

●
危
機
管
理

　
新
た
に
危
機
管
理
課
を
設
置
し
、
災
害
対

応
は
も
と
よ
り
、
危
機
管
理
体
制
の
さ
ら
な

る
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
高
齢
者
へ
の
支
援

▽ 

「
も
の
わ
す
れ
・
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
」
や
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

▽ 

筑
紫
医
師
会
と
の
在
宅
医
療
介
護
連
携
の

推
進
な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り

▽ 

健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
を
目
指
し
、
健
康

増
進
と
介
護
予
防
、
食
育
推
進
に
継
続
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

▽ 

胃
が
ん
検
診
に
胃
内
視
鏡
検
査
を
新
た
に

導
入
し
ま
す
。

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実

　
引
き
続
き
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
な
ど

を
進
め
ま
す
。

●
障
が
い
者
へ
の
支
援

▽ 

新
た
に
策
定
す
る
「
障
が
い
者
福
祉
長
期

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

▽ 

障
が
い
者
差
別
の
解
消
を
図
る
た
め
、「
障

害
」
の
「
害
」
の
字
を
ひ
ら
が
な
表
記
へ

と
見
直
し
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
理
念
を
踏
ま

え
、
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
や
市
政

情
報
の
発
信
な
ど
へ
の
取
り
組
み

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

　
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
地
域
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

▽ 

４
月
に
消
防
団
の
組
織
を
見
直
し
、
各
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
本
部
か
ら
な
る
８
分

団
制
へ
と
移
行
し
ま
す
。

▽ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
小
地
区
公
民
館
連

絡
協
議
会
の
組
織
の
一
体
化
を
進
め
ま
す
。

●
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

▽ 

広
報
紙
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
の
充
実
と

積
極
的
な
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
通

し
て
、
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

▽ 

「
移
動
市
長
室
」
は
、
直
接
ご
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
だ
と
考
え
ま

す
の
で
、
今
後
も
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
交
通
手
段
の
充
実
や
市
街
地
の
整
備
、

子
育
て
支
援
や
学
校
教
育
の
充
実
な
ど

へ
の
取
り
組
み

●
交
通
手
段
の
充
実

▽ 

新
た
に
設
置
す
る
地
域
公
共
交
通
会
議
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

▽ 

公
共
交
通
網
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
の
で
、
協
働
に
よ
る
事
業
展
開

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

●
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

　
前
畑
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
「
土
塁
」
に
つ

い
て
県
か
ら
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
記

録
保
存
調
査
を
行
い
、
早
期
完
了
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

▽ 

４
月
に
は
保
育
所
入
所
定
員
が
70
人
増
加

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

▽ 
妊
娠
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た

め
、
利
用
者
支
援
事
業
や
赤
ち
ゃ
ん
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

▽ 

「
病
後
児
保
育
事
業
」
を
病
気
療
養
中
の

保
育
も
可
能
な
「
病
児
保
育
」
へ
と
拡
充

し
ま
す
。

▽ 

組
織
機
構
を
見
直
し
、
子
ど
も
に
関
す
る

窓
口
の
一
元
化
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
教
育

▽ 

教
育
施
設
の
改
修
や
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス

ク
ー
ル
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▽ 

不
登
校
対
策
専
任
指
導
員
な
ど
の
配
置
を

見
直
し
、
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

で
、
不
登
校
児
童
生
徒
対
策
や
い
じ
め
の

予
防
に
努
め
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習
・
社
会

教
育
の
推
進

　
青
少
年
・
指
導
者
の
育
成
な
ど
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
生
涯
の
学
び
を
通
じ
た
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
歴
史
・
文
化
の
継
承
と
振
興

▽ 

太
宰
府
市
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
国
指
定

史
跡
で
あ
る
宝
満
山
の
保
存
と
活
用
に
向

け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

▽ 

地
域
の
文
化
財
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
関
係
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
活
用
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
循
環
型
社
会
の
構
築
、
生
活
環
境
の
向
上

　
産
業
廃
棄
物
に
か
か
る
諸
問
題
に
つ
い
て

は
法
令
を
遵
守
し
な
が
ら
市
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
上
水
道
、
下
水
道
事
業

　
各
種
計
画
に
基
づ
き
、
水
道
水
の
安
定
供

給
と
下
水
道
整
備
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全

に
努
め
ま
す
。

共
助

政策４

共き
ょ
う

助じ
ょ

社し
ゃ

会か
い

づ
く
り

未
来

政策５

未み

来ら
い

を
つ
く
る


